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“がん”になったときに、身体と心の苦痛をやわらげる
「緩和ケア」という医療技術がある。

患者さんとご家族が穏やかな時間を過ごす手助けをする
「緩和ケア支援チーム」の活動を知るべく、
東邦大学医療センター大森病院を訪ねた。

　　　＆　　　　　　連動企画



下条 奈巳さん 

がん性疼痛看護認定看護師

16 年目ナース
馬越 雅理さん 

がん性疼痛看護認定看護師

10 年目ナース
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患
者
さ
ん
へ
の
緩
和
ケ
ア
と

医
師
や
看
護
師
へ
の
支
援
を
行
う

　
緩
和
ケ
ア
支
援
チ
ー
ム
は
主
に
が
ん
を

患
う
患
者
さ
ん
を
担
当
す
る
看
護
師
や
医

師
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
身
体
的
な
痛

み
や
精
神
的
苦
痛
な
ど
の
症
状
緩
和
を
行

う
。
チ
ー
ム
は
専
従
職
で
あ
る
副
セ
ン
タ

ー
長
の
大
津
医
師
と
、
が
ん
性
疼
痛
看
護

認
定
看
護
師
の
下
条
さ
ん
と
馬
越
さ
ん
を

中
心
に
、
専
門
看
護
師
や
精
神
科
医
、
薬

剤
師
、
栄
養
士
、
臨
床
心
理
士
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
。
そ
の
活
動
は
、
週
1
回
の

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
毎
日
の
回
診
で
あ

る
。
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
認
定
看
護
師

が
病
状
経
過
や
食
事
の
様
子
、
薬
の
使
用

状
況
な
ど
を
ま
と
め
た
サ
マ
リ
ー
（
概
要
）

を
も
と
に
各
専
門
職
か
ら
の
意
見
を
出
し

合
い
、
ケ
ア
の
方
向
性
を
決
定
し
て
い
る
。

　
チ
ー
ム
で
活
動
す
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
下
条
さ
ん
は
「
多
職
種
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
い
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
様
々

な
苦
痛
へ
の
対
応
が
同
時
進
行
で
き
る
こ

と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
病
棟
の
ス
タ
ッ
フ
と
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
提
案

事
項
が
実
施
さ
れ
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

　
チ
ー
ム
名
が
表
す
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ

へ
の「
支
援
」も
活
動
の
一
環
だ
。「
日
々
の

看
護
を
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
病
棟
の

担
当
看
護
師
。
患
者
さ
ん
の
苦
痛
に
気
づ

き
、
ケ
ア
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

の
が
私
た
ち
の
役
割
で
す
」と
下
条
さ
ん
。

緩
和
ケ
ア
の
大
切
さ
や
チ
ー
ム
の

活
動
の
意
味
を
知
ら
せ
た
い

　
昨
年
か
ら
チ
ー
ム
専
従
と
な
っ
た
馬
越

さ
ん
は
、「
緩
和
ケ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
い

も
の
に
し
た
い
」
と
願
っ
て
い
る
。

　「
〝
施
す
手
だ
て
が
な
く
、
死
期
が
迫
っ

た
患
者
さ
ん
が
受
け
る
も
の
〟
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
く
、
依
頼
時
期
が
遅
く
な
り

が
ち
な
ん
で
す
。
早
い
段
階
か
ら
ケ
ア
を

受
け
れ
ば
、
苦
痛
を
早
く
緩
和
で
き
ま
す
。

会
話
が
ま
ま
な
ら
ず
、
食
事
が
摂
れ
な
い

状
況
に
陥
っ
て
か
ら
で
は
、
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
す
か
ら
」

　
チ
ー
ム
が
望
む
の
は
、「
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
が
望
む
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
」

で
あ
り
、
馬
越
さ
ん
は
「
患
者
さ
ん
が
穏

や
か
に
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
で
き

る
限
り
の
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
」
と
い

う
。
そ
し
て
、
患
者
さ
ん
の
痛
み
が
軽
減

し
、
穏
や
か
な
最
期
が
迎
え
ら
れ
た
時
、

家
族
か
ら
「
辛
く
な
い
最
期
で
良
か
っ
た
」

と
言
わ
れ
た
時
に
、
こ
の
仕
事
を
し
て
い

て
良
か
っ
た
と
感
じ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

「
患
者
さ
ん
や
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
医
師

や
看
護
師
に
も
チ
ー
ム
の
存
在
や
活
動
を

理
解
し
て
も
ら
え
た
ら
」
と
、
下
条
さ
ん

と
と
も
に
、
緩
和
ケ
ア
に
関
す
る
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
も
開
催
し
、
周
知
に
務
め
て
い
る
。

週1回のカンファレンス。各職種が専
門性を活かして意見を出し合います。

回診では直接、患者さん
と対話し、気持ちをくみ
取り、ケアに活かします。

緩和ケア支援チームの活動
●外来
●コンサルテーション（回診）
●緩和ケアセンターカンファレンス
●運営会議
●緩和ケア支援係の運営
●セミナー開催



www.kangoshinomado.com

〒143-8540
東京都大田区大森西 5-21-16
TEL 70120-702-882

【担当 / 看護企画室】
MAIL　kankihonbu@jim.toho-u.ac.jp
U R L　http://nurse.toho-u.ac.jp/

Hospital Data

東邦大学医療センター
【インターンシップ】
日曜・祝日・第３土曜日を除く毎日

【病院見学】
大森病院：月〜金 13:30 ～ 16:00
大橋病院：月～金 10:00 ～ 12:00
佐倉病院：月～土10:00 ～ 12:00

Hospital Information

ウェブ「看護師のまど」では、馬越さんの認定看護師を目

指したきっかけや、副センター長と薬剤師さんの対談、

病棟ナースのお話しなど、「緩和ケア支援チーム」をもっと

知れる記事が読めるよ！今すぐチェックしよう！
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薬剤師
松本 高広さん 

（緩和医療薬学会緩和
薬物療法認定薬剤師）

疼痛緩和で使う薬の副作用や相互作
用、適正作用を考えて、患者さんに
合う薬を提供しています。認定看護
師はチームの要。患者さんに関する
情報をチームで共有するために日々、
情報収集をしてくれています。

臨床心理士
小田原 幸さん 

精神的な負担を感じている患者さん
とお話しして、ケアの方向性を認定
看護師と相談して決めていきます。回
診前に認定看護師がまとめたカルテ
から、患者さんの病状変化を知るこ
とができるので、助かります。

栄養士
神山　薫さん 

（管理栄養士）

患者さんが「食べてみよう」「おいしか
った」と感じられるように直接話して、
栄養面からケアをしています。患者さ
んの状態を細かく記録したカルテか
ら、認定看護師の仕事への意識の高
さがうかがえます。

がん看護専門看護師
祖父江 由紀子さん 

専門とする放射線治療の見地からケ
アに携わっています。リンパ浮腫の患
者さんへの緩和ケアにも取り組んで
います。認定看護師がチーム全体を
コントロールしてくれるので、よりよ
いケアが実現します。

精神科医師
當間 実名雄さん 

患者さんの実在的な悩みを受け止め、
気持ちに添った対応を行います。必要
があれば薬物療法も施します。認定看
護師の2人は、患者さんの生活背景
までも細かに報告してくれ、満足いく
ケアのためには不可欠な存在です。

副センター長
大津 秀一さん

（総合診療急病センター・ 
緩和医療医） 

ホスピスに勤めた経験を生かし、患
者さんの希望に添う緩和ケアを行っ
ています。その際に大切なのは、「看
護力」。経験豊富な認定看護師は患
者さんにも、チームにも、担当看護
師にも心強い味方です。

サマ
リー

専門
知識

患者さんの
情報

がん性疼痛看護認定看護師

病棟ナース


